
時
に
は
楽
し
く
、
時
に
は
真
剣
に

　

第　

回
安
城
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
募
集

３９

本
人
確
認
に

ご
協
力
を

�広報あんじょう　2006.10.1

完
走
者
全
員
に
完
走
証
。
そ
の
ほ

か
に
飛
び
賞
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、

今
年
か
ら
仮
装
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。

●
そ
の
他　

参
加
賞
に
同
封
さ
れ

た
豚
汁
引
き
換
え
券
、
マ
イ
カ
ッ

プ
・
は
し
を
持
参
し
て
き
た
人
に

は
、
豚
汁
を
提
供
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　
　

月
５
日�
〜　

１０

１１

月
５
日�
（
当
日
消
印
有
効
）に
郵
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●
と
き　
　

月　

日�
　

受
け
付

１２

１０

け�
午
前
７
時　

分
〜
８
時　

分

４５

３０

開
会
式�
午
前
８
時　

分　

競
技

４５

開
始�
午
前
９
時　

分（
部
門
別

３０

に
順
次
ス
タ
ー
ト
予
定
）　

閉
会

式�
正
午
ご
ろ

●
発
着
場
所　

市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

※
３
・
５
〜　

部
は
市
街
地
を
走

１０

る
コ
ー
ス
で
す
。

●
部
門
・
参
加
資
格　

左
表
の
と

お
り

●
表
彰　

１
〜
９
部
門
の
１
〜
３

位
に
賞
状
・
賞
品
、
４
〜
８
位
に

賞
状
。
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
。

便
振
替
ま
た
は
市
体
育
館
へ（
月

曜
日
を
除
く
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
）

※
申
込
用
紙
は
市
体
育
館
、
地

区
公
民
館
な
ど
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
体
育
課（
市

体
育
館
内
／�
〈　

〉３
５
３
５
）

７５

参加費参加資格距離種　　別部

５００円

市内在学
１．５�小学男子（５、６年学年別）１部

１．５�小学女子（５、６年学年別）２部

市内在住また
は西三河在学

３�中学男子（１、２・３年別）３部

１．５�中学女子（１、２・３年別）４部

１５００円
どなたでも

１０�一般男子（高校生以上４０歳未満）５部

１０�一般男子（４０歳以上５０歳未満）６部

１０�一般男子（５０歳以上）７部

１０�一般女子（高校生以上）８部

３�一般女子（高校生以上）９部

５００円３�ジョギング（小学生以上男女）１０部

※ジョギングの部には仮装で参加できます。
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■
本
人
確
認
の
方
法

　

窓
口
に
申
請
に
来
た
人
に
、
運

転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
外
国
人
登
録

証
明
書
な
ど
官
公
庁
発
行
の
顔
写

真
付
き
身
分
証
明
書
ま
た
は
健
康

保
険
証
、
年
金
手
帳
、
各
種
医
療

証
な
ど（
い
ず
れ
も
有
効
期
限
内

の
も
の
で
原
本
）を
提
示
し
て
も

ら
い
ま
す
。

※
第
三
者
ま
た
は
別
世
帯
の
人
に

よ
る
交
付
申
請
に
つ
い
て
は
従
来

通
り
委
任
状
も
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼
市
民
課

� 広報あんじょう　2006.10.1

⑨山は哲

－2006年秋－山登りが趣味の市長が、季節ごとに、その時の思いを語るコーナーです

　

表
題
は
、
私
の
敬
愛
す
る
著

名
な
登
山
家
の
こ
と
ば
。
哲
学

を
専
攻
し
た
こ
と
の
な
い
私
に

 
難 
し
い
話
は
よ
く
分
か
ら
な
い

む
ず
かが

、
山
に
登
る
と
き
の
自
分
を

振
り
返
る
と
、
共
鳴
す
る
何
か

を
感
じ
て
し
ま
う
。

　

本
格
的
に
山
に
登
り
始
め
て

約
十
一
年
。
山
に
登
り
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
あ
の
阪
神
大
震

災
の
被
災
地
で
の
生
活
支
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
。
参
加
者
に
求
め

ら
れ
た
の
は
携
帯
用
ガ
ス
コ
ン

ロ
と
寝
袋
の
持
参
。
食
と
住
は

 
自  
前 
覚
悟
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ

じ 
ま
え

っ
た
。

　

帰
宅
し
た
私
の
手
元
に
残
っ

た
の
は
、
ま
だ
真
新
し
い
コ
ン

ロ
と
寝
袋
。
こ
れ
ら
の
今
後
の

活
用
を
考
え
た
結
果
、
結
論
は

山
登
り
に
至
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
日
本
ア
ル
プ
ス
の

主
要
な
峰
々
を 
踏  
破 
し
た
。
楽

と
う 
は

し
い
思
い
出
が
多
く
あ
る
反
面
、

恐
ろ
し
い
経
験
も
数
多
く
あ
る
。

 
遭  
難 
遺
体
の
発
見
、
落
石
、
落

そ
う 
な
ん

雷
、 
断  
崖 
で
の
転
倒
、
道
迷
い

だ
ん 
が
い

な
ど
。
あ
と
一
歩
間
違
っ
て
い

た
ら
、
私
自
身
が
こ
の
世
の
中

に
存
在
し
得
な
い
事
故
も
体
験

し
た
。

　

そ
れ
だ
け
に
山
行
中
は
、
己

の
命
や
存
在
と
い
う
も
の
を
、

嫌
で
も
考
え
ざ
る
を
得
な
い
心

境
に
さ
せ
ら
れ
る
。
無
事
に
下

山
し
家
路
に
着
く
時
、「
な
ぜ
生

き
る
の
か
」
で
な
く
、「
な
ぜ
生

か
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
か
」

を
自
問
自
答
す
る
自
分
が
い
る
。

　

満
足
な
解
答
は 
未 
だ
見
い
だ

い
ま

し
て
い
な
い
が
、「
生
か
し
て
い

た
だ
け
る
値
打
ち
が
、
ま
だ
私

に
は
あ
る
の
だ
ろ
う
」
と
、
そ

う
思
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
夏
休
み
は
、
北
ア
ル
プ

ス
黒
部
川
源
流
域
の
山
々
を
縦

走
し
た
。
八
月
中
旬
と
は
い
え

三
千
㍍
近
い
雲
上
界
に
は
、
秋

の
気
配
が
漂
っ
て
い
た
。
短
い

夏
、
高
山
植
物
は 
儚 
い
生
命
を

は
か
な

燃
焼
さ
せ
、 
雷 らい 
鳥 
の
親
は
身
を

ち
ょ
う

 
挺 
し
て
ヒ
ナ
を
守
る
。

て
い

　

親
が
子
を
殺
し
、
子
が
親
に

殺
意
を
向
け
た
人
間
界
の
夏
。

生
き
抜
く
こ
と
に
精
一
杯
、
そ

ん
な
雲
上
界
の
風
景
に
考
え
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。

　

や
っ
ぱ
り
、
山
は
哲
な
の
だ
。
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■
工
事
場
所（
左
地
図
参
照
）

市
道
石
井
小
川
１
号
線（
米
津　
１３

号
踏
切
）小
川
町
御
林
地
内

問
い
合
わ
せ
▼

区
画
整
理
２
課

小
川
町
・
姫
小
川
町
地
内

　

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

市
道
舘
出
塔
見
塚
線（
米
津　

号
１９

踏
切
）姫
小
川
町
舘
出
地
内

■
規
制
期
間

左
表
の
日
程
の
午
後　

時
〜
翌
朝

１１

６
時（
歩
行
者
は
通
行
可
能
で
す
）

JAJAあいち中央あいち中央
桜井桜井SSSS
JAあいち中央
桜井SS

ミニストップミニストップミニストップ

名鉄西尾線

雇用促進住宅雇用促進住宅
桜井宿舎桜井宿舎
雇用促進住宅
桜井宿舎

黒部川源流域の高山植物


